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Ⅰ．は じ め に
　乳がんは女性のがん罹患率第１位を占め，２００２
年には１年間に４万人が罹患している１）．乳がん
の手術療法では，大胸筋や小胸筋を温存して腫瘍
と乳房を全て切除する胸筋温存乳房切除術と，腫
瘍とその周囲の一定範囲の乳腺組織を切除しそれ
以外の乳腺組織や胸筋を残す乳房温存術がある．
乳房温存術後は，乳房内再発の予防のために放射
線照射が必要となる．２００６年の日本乳癌学会の手
術術式に関するアンケート調査では，日本乳癌学
会の会員が行った乳癌の手術のうち,乳房温存術
が５９.３％，胸筋温存乳房切除術が３２.７％で，乳房温
存術の割合が増加している２)．乳房温存術が広が
りを見せているが，全国的な調査において，温存
率には施設ごとの格差が大きく，温存率が９０％以
上という施設もあるが,放射線治療の設備がない
施設での温存率は３０％程度に過ぎない３)．一方，
最近のマンモグラフィー検診の普及により，非浸
潤がんの発見率が向上している４)．非浸潤がんは
転移しない早期がんではあるが，広範な乳管内進
展の所見がある場合は乳房切除術が適応となるた
め，患者は，早期がんであるにも関わらず，乳房
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　本研究の目的は，研究者らが取り組んできた，乳房切除術後患者への乳房補整のケアプログラムで
ある『術後乳がん患者のニードに寄り添う乳房補整ケア』の洗練のために，看護師が行う情報収集の
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容と，患者が満足と思うケアの内容を明らかすることである．本研究において，乳がん患者にケアを
行う看護師は，認定看護師教育課程の研修生である（以後看護師と略す）．看護師の乳房補整のケア
の内容と評価，および意図や配慮についてのデータ収集は，看護師自身が記録用紙に自由記載にて行
い，患者が満足と思うケアのデータ収集は，看護師による乳房補整のケアの実施直後に乳がん患者に
フォーカス・グループインタビューを行った．研究対象者は，乳がん患者２４名，看護師４８名であった．
情報収集の項目は，「乳がんに対する気持ち」など１４項目があり，ニードのアセスメントには，【きれ
いなバストラインになりたい】などがあった．患者のニードに応じるケア方法には，【創部やリンパ
浮腫がある上肢に補整パッドや下着が当たらないように補整する】などがあった．患者のニードに応
じる配慮や工夫は，ステップ１では，【今までの補整の取り組みを認め，より良い補整を一緒に考え
る姿勢を示す】などが，ステップ３では，【今までの補整方法を否定しないように心がけて情報提供
をする】などが，さらにステップ４では，【創に対する患者の気持ちを汲んで対応する】などがあっ
た．看護師は，配慮や工夫をしながら，患者のニードに応じて情報提供や患者個々の身体に合わせた
丁寧なフィッティングを行ったことが示された．本研究の結果を追加し，『術後乳がん患者のニード
に寄り添う乳房補整ケア（Ver.２）』を作成した．このケアプログラムにより，患者のニードに応じる
乳房補整のケアが可能になると考える．
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喪失によるボディイメージの変容を余儀なくされ
る．乳房切除術後の乳房再建にも関心が高まって
いる.しかし,人工物の挿入による感染や，広背筋
または腹直筋での自家組織移植による術後出血や
壊死などの合併症,さらに,乳房再建の治療が長期
化することもあるため乳房再建を希望しない患者
も少なくない.このような現状において，乳房切除
術を受ける患者の乳房喪失によるボディイメージ
の変容へのケアの重要性は変わることがない．
　研究者らは，術後乳がん患者への乳房補整のた
めのケアプログラムである『術後乳がん患者の
ニードに寄り添う乳房補整ケア』に関する研究を
行なってきた．『術後乳がん患者のニードに寄り
添う乳房補整ケア』は，研究者が長年の臨床看護
実践の中で乳がん患者の意見を参考に実施手順を
洗練させたものであり，先行研究５)では,看護師に
よる術後乳がん患者への乳房補整のための補整
パッドや下着の適切な選択と着用のためのケアに
よって，患者は,看護師の丁寧なケアに満足し,よ
り自分に合う乳房の補整方法の獲得に満足してい
ることを示した．
　先行研究においては，患者が感じるケア効果に
焦点を当てたため，看護師が行う患者のニードの
アセスメントやケアにおける配慮や工夫の実際を
明確にするには至らなかった．そこで，『術後乳
がん患者のニードに寄り添う乳房補整ケア』をさ
らに洗練し，ケア内容の詳細を追加する本研究に
取り組んだ．
Ⅱ．研 究 目 的
　本研究は，『術後乳がん患者のニードに寄り添う
乳房補整ケア』をさらに洗練し，ケア内容の詳細を
追加することを目指して，以下を明らかにする．
①看護師が行う情報収集の項目と患者のニードの
アセスメントの内容
②患者のニードに応じるケア方法および配慮や工
夫の内容
③患者が満足と思うケアの内容
Ⅲ．乳房切除術後の乳房補整のケア
　『術後乳がん患者のニードに寄り添う乳房補整
ケア』は，看護師が患者の今までの補整方法や身
体的・心理的・社会的側面についてアセスメントし，
患者のニードに応じるためのケア方法を明確にし
て，補整の目的と補整パッドや下着の種類・特徴
についての情報提供と，シリコン製の補整パッド
と専用下着によるフィッティングを実施するもの
である．ケアの目標，ケアの内容（ステップ）を
囲み１に示す．
　本研究では，乳がん患者にケアを行う看護師は，
認定看護師教育課程の研修生である（以後看護師
と略す）．看護師は，乳がん看護の実務経験が３
年以上であり，乳がん看護認定看護師教育課程の
専門科目「ボディイメージの変容への援助技術」
の講義を通じてボディイメージの概念を理解した
後，事前演習としてトルソーを使用し実技および
その技術チェックを受け，乳房補整へのケアを習
得した．乳がん患者へのケアを行うときには，研
究者が立会い，ケアの補助･指導を行った．なお，
「ボディイメージ変容への援助技術」における演習
前には，あらかじめ，乳がん患者が十分に試着で
きるよう，補整具メーカーの協力のもと多種多様
なデザインやサイズのシリコン製補整パッド（３０
個）と専用下着（５０枚）を準備した．また乳がん
患者１名に対して看護師２人でケアを実施し，適
切な室温とプライバシーを確保できる環境を整え，
囲み１　術後乳がん患者のニードに寄り添う乳房補整ケア
ケアの目標
　乳房切除術を受けた患者が，補整パッドや下着の適切な着用により，満足できるフィット感を得られる，女性ら
しさを実感できる，おしゃれを楽しむことができる，自信を持って外出できる，などである．
ケアの内容
ステップ１：今までの補整方法や身体的・心理的・社会的側面のアセスメント
ステップ２：患者のニードに応じるためのケア方法を明確にする
例えば，乳がん患者が困っていることへのアドバイス
より患者のからだにフィットする補整方法
患者の関心の程度にあわせてケアを行う　　　など
ステップ３：補整の目的と補整パッドや下着の種類・特徴についての情報提供
ステップ４：看護師のケアの意図を伝えながら，シリコン製の補整パッドと専用下着によるフィッティングを実
施する
＜フィッティングの手順＞
①　アンダーバストを測定する
②　アンダーバストと手術していない方の乳房のカップがフィットする下着を選ぶ
③　左右の乳房の大きさが同じになるようなサイズのパッドを手術した方のカップに入れる
④　肩ひもを調整する
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乳がん患者の保温に配慮して実施した．
Ⅳ．研究方法
１．研究対象
　研究対象者は，乳房切除術を受けた乳がん患者
および，乳房切除術後の乳房補整のケアを実施す
る看護師である．
　乳がん患者に，セルフヘルプグループを通じて
乳がん看護認定看護師教育プログラムの「ボディ
イメージ変容への援助技術」における演習への参
加を依頼し，演習への参加に同意した乳がん患者
のうち，調査協力が得られた者とする．
２．データ収集方法
　調査内容は，①情報収集の内容および患者の
ニードのアセスメントの内容，②看護師が実施し
た乳房補整のケアの内容と評価，および看護師の
意図や配慮したこと，③患者が満足と思うケアの
内容である．
　平成１９年度，および，平成２０年度の乳がん看護
認定看護師教育プログラムの「ボディイメージ変
容への援助技術」における演習にてデータ収集を
行った．
　調査内容の①②は,看護師がケア実施時に記録
した記録用紙の記載内容をデータとした．記録用
紙は，自由記載の様式で，今までの補整方法や身
体的・心理的・社会的側面のアセスメント，個々
の患者のニーズに応じる補整のケアの実施内容と
評価について記載できるA４用紙である．
　調査内容の③は，看護師による乳房補整のケア
の実施直後に,ケアを受けた乳がん患者のフォー
カス・グループインタビューを行った．１つのグ
ループを５名程度でつくり，半構造的なインタ
ビューを行い，許可を得てテープ録音し逐語録を
データとした.
３．調査期間
　平成１９年１２月～平成２０年１２月
４．倫理的配慮
　本調査は,千葉大学看護学部倫理審査委員会の
承認を得た．乳がん患者に対し,セルフヘルプグ
ループを通じて乳がん看護認定看護師教育プログ
ラムの「ボディイメージ変容への援助技術」にお
ける演習への参加を文書で依頼した．演習への参
加に同意した乳がん患者に対し，文書で本調査の
目的・方法・倫理的配慮を説明し，文書にて研究
参加への同意を得た．看護師には，演習実施の１
週間前に研究者から書面および口頭にて本調査の
目的・方法・倫理的配慮を説明した．さらに看護
師に，補整のケア実施時の記録用紙について，認
定看護師教育課程の修了判定後に調査資料として
の使用を依頼した．補整のケア実施時の記録用紙
の提出をもって研究参加への同意を得た．
５．分析方法
　看護師の記録用紙について，患者がケアに満足
したという評価を記載しているものを分析対象と
した．看護師が行った情報収集は，記述されてい
る部分を抽出し同質性・異質性により整理した．
患者のニードのアセスメントの内容は，記述され
ている部分を抽出しコード化し，さらに，コード
の同質性・異質性によりカテゴリー化を行った．
乳房補整のケアの内容，および看護師の意図や配
慮したことは，『術後乳がん患者のニードに寄り
添う乳房補整ケア』のステップごとに，記述され
ている部分を抽出しコード化し，さらに，コード
の同質性・異質性によりカテゴリー化を行った． 
　患者が満足と思うケアの内容に関しては,イン
タビューの逐語録より，乳がん患者が満足と思う
看護師から受けたケアとその理由をひとまとまり
の記述として抽出してコード化し，コードの同質
性・異質性によりカテゴリー化を行った． 
Ⅴ．結　　　果
１．対象者の概要
　乳がん患者は２４名で，平均年齢は５８.５歳（４２歳～
７２歳），術後経過年数は平均９.８年（１年～２４年），
術式は１６名が胸筋温存乳房切除術で，８名が胸筋
合併乳房切除術であった．いままでに，２２名が補
整をしており，２名が補整をしていなかった．補
整していた２２名についての補整状況は，重複回答
で，シリコンパッドが１４名，ウレタンパッドが９
名，手作りパッドが５名，市販の豊胸用パッドが
２名であった．さらに，補整専用の下着が５名で，
普通の下着が７名であった．
　看護師は４８名で，平均年齢は３４.９歳（２６歳～５４
歳），臨床経験年数は平均１３.３年（５年～２５年），
乳がん看護の実践経験年数は平均７.９年（３年～１７
年）であった．
２．乳がん患者へのケアの実施状況
　看護師は，『術後乳がん患者のニードに寄り添
う乳房補整ケア』のステップ１～４に沿ってケア
を実践していた．乳がん患者１名へのケアの実施
時間は，アセスメントが３０分でフィッティングが
３０分から６０分程度であった．本研究に参加した看
護師は，フィッティングの実践経験は無かったが，
事前演習を通じて実技を身につけ，研究者の作成
した実施手順に則ってアセスメントを行って，対
象者個々の身体に合わせた補整のケアが実施でき
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ていた．研究者が補完する場面は無かった．
３．情報収集の項目とニードのアセスメントの内容
　看護師が情報収集した項目を表１に示す．看護
師は，「乳がんに対する気持ちとその変化」など１４
項目を情報収集していた．
　看護師がアセスメントした患者のニードには，
【きれいなバストラインになりたい】【心地よい補
整パッドの重さや感触を重視したい】などがあっ
た（表２）．
４．患者のニードに応じるケア方法
　ステップ２における患者のニードに応じるケア
方法には，【関心の程度にあわせて押し付けにな
らないようにケアをする】【創部や胸壁の状態も踏
まえて補整範囲を把握し補整する】などがあった
（表３）．
５．患者のニードに応じる配慮や工夫
　看護師は，ステップ１とステップ３・４におい
て配慮や工夫を行っていた（表４）．ステップ１の
今までの補整方法や身体的・心理的・社会的側面
のアセスメントにおいては，【傾聴することと受
容的・共感的に接することに留意する】【今までの
補整の取り組みを認め，より良い補整を一緒に考
える姿勢を示す】があった．ステップ３の補整に
関する情報提供の際には，【今までの補整方法を
否定しないように心がけて情報提供をする】【補整
パッドや下着の特徴や入手方法をわかりやすく具
体的に情報提供をする】【生活状況に合わせて不具
合を解消する方法を具体的に情報提供する】が
あった．ステップ４のフィッティングの実施では，
【創に対する患者の気持ちを汲んで対応する】【着
用の動作による痛みが出現しないようにする】【補
整パッドの向きの工夫や部分用パッドの追加，対
側乳房の補整などによりバランスを整える】【身体
にフィットするか，体動によるずれがないか，満
足できるシルエットかを確認する】があった．
６．患者が満足と思うケアの内容
　患者が満足と思うケアの内容は，【親密な人間関
係ができてよく話を聞いてもらえた】【身体や気持
ちを気遣ってもらえた】【補整パッドや下着に関す
るより具体的な情報が得られた】【着け心地も重視
して丁寧に補整をしてもらえた】があった（表５）．
Ⅵ．考　　　察
　本研究では，研究者らが取り組んできた，乳房
切除術後患者への乳房補整のケアプログラムであ
る『術後乳がん患者のニードに寄り添う乳房補整
ケア』の洗練のために，看護師が行う情報収集の
項目とアセスメントしたニードの内容，個々の患
者のニードに応じるケア方法および配慮や工夫の
内容と，患者が満足と思うケアの内容を明らかす
ることを目的に調査を行った．
　看護師は，『術後乳がん患者のニードに寄り添
う乳房補整ケア』のステップ１～４に沿ってケア
を実施した．ケアを実施する過程での看護師の配
慮や工夫が，どのように患者の満足につながって
いたかを考察する．
　ステップ１では，看護師は，【傾聴することと受
容的・共感的に接することに留意する】や【今ま
での補整の取り組みを認め，より良い補整を一緒
に考える姿勢を示す】に配慮しながら，患者の感
表１　情報収集の項目
乳がんに対する気持ちとその変化
手術の術式と乳房および腋窩の切除範囲 
創の部位、皮膚･胸壁の状態 
胸壁・上肢の運動障害や疼痛の程度
術後のボディイメージの変容に対する気持ちとその変化
補整に対する関心の程度
補整に対する認識
補整に対する希望・意向 
現在の補整の有無
使用している補整パッド・下着の種類と着用方法 
使用している補整パッド・下着の入手方法
現在の補整方法での不具合・困っていること 
日常生活の活動内容
日常の服装と服装に関する希望・意向
経済的状況
表２　患者のニード
カテゴリー
きれいなバストラインになりたい
心地よい補整パッドの重さや感触を重視したい
自然に違和感無く、胸にボリュームが出すぎないのがよい
趣味のゴルフのときにパッドがずれないのがよい
今まで使ってきたパッドや下着をいかしてパッドがずれな
いように工夫したい
表３　患者のニードに応じるケア方法
カテゴリー
関心の程度にあわせて押し付けにならないようにケアをする
創部や胸壁の状態も踏まえて補整範囲を把握し補整する
希望や意向を尊重して補整パッドや下着を選ぶ
フィット感が得られるように十分に補整をする
創部やリンパ浮腫がある上肢に補整パッドや下着が当たら
ないように補整する
今までの自分なりの補整の工夫をいかしながら補整をする
手持ちの下着で補整できる方法をアドバイスする
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じる不具合や困っていること，患者の補整に関す
る希望や意向などについて詳細な情報収集を行い，
患者のニードをアセスメントしていた．患者は，
【親密な人間関係ができてよく話を聞いてもらえ
た】と感じ，乳房補整のケアを受けることに留ま
らず，乳がん患者としての経験に関心を寄せても
らえたことに満足していた．ステップ２では，看
護師は，ステップ１での詳細な情報収集をもとに，
患者の補整に関する希望や意向を加味しながら，
患者の感じている不具合や困っていることを解消
するためのケアを明確化していた．ステップ３で
の，看護師が，【今までの補整方法を否定しないよ
うに心がけて情報提供をする】という配慮は，ス
テップ１での【今までの補整の取り組みを認め，
より良い補整を一緒に考える姿勢を示す】という
配慮に引き続き，患者の経験をより良い補整にい
かすための取り組みといえる．そして，看護師が，
【補整パッドや下着の特徴や入手方法をわかりや
すく具体的に情報提供をする】【生活状況に合わせ
て不具合を解消する方法を具体的に情報提供す
る】という配慮をしながらケアを行うことによっ
て，患者は，【補整パッドや下着に関するより具体
表４　患者のニードに応じる配慮や工夫
カテゴリーコ　　　　ー　　　　ド補整のケアのステップ
傾聴することと受容的・共感的に接すること
に留意する
初対面だったので、乳がんの告知から今まで経過を傾聴した
ステップ１
医師や補整のメーカーに心無いことを言われて辛かったという気持ちに共感した
今までの補整の取り組みを認め、より良い補
整を一緒に考える姿勢を示す
今までの補整方法や不具合への自分なりの解消の工夫を否定せずに聞いた
一人で悩むのではなく一緒に補整を考えるように促した
今までの補整方法を否定しないように心がけ
て情報提供をする今までの補整方法を否定しないように心がけて説明する
ステップ３ 補整パッドや下着の特徴や入手方法をわかりやすく具体的に情報提供をする
実際に下着や補整パッドを見せたり触れてもらいながら説明する
下着や補整パッドの入手方法を具体的に説明する
下着や補整パッドの試着ができるサービスについて説明する
生活状況に合わせて不具合を解消する方法を
具体的に情報提供する
仕事や趣味などの生活状況に合わせて補整パッドがずれたり蒸れない方
法を説明する
創に対する患者の気持ちを汲んで対応する創を見られたくないという気持ちを汲み看護師が創部を見ないように留意する
ステップ４
着用の動作による痛みが出現しないようにす
る
触られると痛むので、補整パッドや下着の装着時には体験者自身にゆっ
くり行ってもらう
補整パッドの向きの工夫や部分用パッドの追加、
対側乳房の補整などによりバランスを整える
乳房を覆う補整パッドに部分用パッドを追加して必要な範囲の補整をする
左右のバランスが良くなるように，手術していない乳房にも小さな補整
パッドで補整する
胸壁の陥没や腋窩の陥没にあわせて補整パッドを斜めや縦に使用する
身体にフィットするか、体動によるずれがな
いか、満足できるシルエットかを確認する
補整パッドや下着が身体にフィットするかどうか何度も試着して確かめる
補整パッドや下着がずれないかどうか実際に身体を動かして確認する
下着の上に洋服を着て鏡に映し患者の目でシルエットを確認してもらう
表５　患者が満足と思うケアの内容
カテゴリーコ　　　　ー　　　　ド
親密な人間関係ができてよく話を聞いてもらえ
た
いろいろ話を聞いてもらえて楽しかった
話しながらお互いの関係をつくれたのがよかった
看護師なのですごく気が楽でいろいろな悩みや希望を言えた
身体や気持ちを気遣ってもらえた
業者に比べて，患者という自分の感情が弱い立場をわかってもらえて親切がありが
たかった
身体を気遣う言葉をかけられて嬉しかった
補整パッドや下着に関するより具体的な情報が
得られた
補整パッドや下着の入手方法がわかってよかった
通販やパンフレットでは手触りがわからないので実物を見ることができてよかった
着け心地も重視して丁寧に補整をしてもらえた
何度も試着をして補整が足りていないところを丁寧に補ってくれてたので身体に
フィットする補整ができた
「着け心地」を重視してくれた
何度も「どうですか」と確認してくれた
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的な情報が得られた】と感じ，より良い補整のた
めの具体的な情報が得られたことに満足していた．
ステップ４での，看護師が，【創に対する患者の気
持ちを汲んで対応する】【着用の動作による痛みが
出現しないようにする】という配慮によって，患
者は，【身体や気持ちを気遣ってもらえた】と感じ，
業者による乳房補整方法の紹介と比べて，看護師
の心配りに満足し，さらに，看護師による【補整
パッドの向きの工夫や部分用パッドの追加，対側
乳房の補整などによりバランスを整える】【身体に
フィットするか，体動によるずれがないか，満足
できるシルエットかを確認する】という工夫に
よって，【着け心地も重視して丁寧に補整をして
もらえた】と外見のみならず着装感も考慮した乳
房補整のケアに満足していた．
　乳がん患者が，補整具による満足を得るために
は，十分な情報と看護師によるサポートが重要と
いわれている６)．本研究では，看護師が，身体的
側面と心理的・社会的側面の詳細な情報収集によ
りニードをアセスメントして，ケア方法の明確化
を図り，配慮や工夫をしながら患者のニードに応
じて具体的な乳房補整の情報提供や，患者個々の
身体に合わせた丁寧なフィッティングを行ったこ
とが患者の満足につながったと考える．特に，ケ
アにおける配慮や工夫の具体的内容として，患者
の身体の状態や生活状況を十分に把握して不具合
を解消するための情報を提供することや，今まで
の補整の取り組みを認めて患者の経験をより良い
補整にいかすことなどが明確になった．
　以上のことから，『術後乳がん患者のニードに
寄り添う乳房補整ケア』（囲み１）のケア内容に，本
研究から得られた情報収集の項目や，患者のニー
ド，患者のニードに応じるケア方法および患者の
ニードの応じる配慮や工夫を追加し，『術後乳が
ん患者のニードに寄り添う乳房補整ケア（Ver.２）』
（囲み２）を作成した．今後は，このケアプログラ
ムを乳がん看護認定看護師教育課程での講義に活
用し，さらに，乳がん看護認定看護師にも普及を
図ることにより，臨床において患者のニードに応
じる乳房補整のケアが可能になると考える．
　現在，乳がん看護認定看護師は，乳がん看護外
来やケア相談において乳房補整のケアに取り組み
始めている７) ８)．今後は，より専門性の高い実践
を行っている乳がん看護認定看護師の乳房補整の
ケアにおける配慮や工夫，ケアを実践する環境や
時間などの臨床実践でのデータを蓄積して，乳房
補整のケアのさらなる洗練を図りベストプラク
ティスとして構築されることが望ましい．また，
乳房補整のケアに基づく乳がん看護認定看護師の
乳房補整のケアの成果を明らかにすることによっ
て，乳がん看護外来やケア相談の実践が拡大して
いくと期待できる．
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ケアの目標
　乳房切除術を受けた患者が，補整パッドや下着の適切な着用により，満足できるフィット感を得られる，女性ら
しさを実感できる，おしゃれを楽しむことができる，自信を持って外出できる，などである．
ケアの内容
ステップ１：今までの補整方法や身体的・心理的・社会的側面について情報収集し、患者のニードをアセスメン
トする
　　　　　　＜情報収集の項目の例＞
　　　　　　　乳がんに対する気持ちとその変化
手術の術式と乳房および腋窩の切除範囲 
創の部位、皮膚･胸壁の状態 
胸壁・上肢の運動障害や疼痛の程度
術後のボディイメージの変容に対する気持ちとその変化
補整に対する認識や関心の程度
補整に対する希望・意向 
現在の補整の有無
使用している補整パッド・下着の種類と着用方法 
使用している補整パッド・下着の入手方法
現在の補整方法での不具合・困っていること 
日常生活の活動内容
日常の服装と服装に関する希望・意向
経済的状況　など
＜患者のニードの例＞
きれいなバストラインになりたい
心地よい補整パッドの重さや感触を重視したい
自然に違和感無く、胸にボリュームが出すぎないのがよい
趣味のゴルフのときにパッドがずれないのがよい　など
ステップ２：患者のニードに応じるためのケア方法を明確にする
＜患者のニードに応じるケア方法の例＞
創部やリンパ浮腫がある上肢に補整パッドや下着が当たらないように補整する
経済状況を踏まえて手持ちの下着で補整できる方法をアドバイスする
今までの自分なりの補整の工夫をいかしながら補整をする
フィット感が得られるように十分に補整をする
患者の関心の程度にあわせて押し付けにならないようにケアを行う
創部や胸壁の状態も踏まえて補整範囲を把握し補整する
希望や意向を尊重して補整パッドや下着を選ぶ　など
ステップ３：補整の目的と補整パッドや下着の種類・特徴についての情報提供
　　　　　　＜患者のニードに応じる配慮や工夫の例＞
今までの補整方法を否定しないように心がけて情報提供をする
補整パッドや下着の特徴や入手方法をわかりやすく具体的に情報提供をする
生活状況に合わせて不具合を解消する方法を具体的に情報提供する　など　
ステップ４：看護師のケアの意図を伝えながら，シリコン製の補整パッドと専用下着によるフィッティングを実
施する
＜フィッティングの手順＞
①　アンダーバストを測定する
②　アンダーバストと手術していない方の乳房のカップがフィットする下着を選ぶ
③　左右の乳房の大きさが同じになるようなサイズのパッドを手術した方のカップに入れる
④　肩ひもを調整する　
　　　　　　　＜患者のニードに応じる配慮や工夫の例＞
創に対する患者の気持ちを汲んで対応する
着用の動作による痛みが出現しないようにする
補整パッドの向きの工夫や部分用パッドの追加、対側乳房の補整などにより
バランスを整える
身体にフィットするか、体動によりずれないか、満足できるシルエットかを確認する　など
囲み２　術後乳がん患者のニードに寄り添う乳房補整ケア（Ver.2）
